
ンコを押し、その後丁寧に手書きで記入するよう

助言していた。最後に押印してかすれたり曲がっ

たりすると再作成の手間が面倒であり、そのまま

提出すると「手抜き」とみなされるというのがその

理由。 

2017 年秋、日本のモノ作り神話を揺るがす大き

な事件があった。国交省が某自動車メーカーに立

ち入り検査したところ、国内６工場すべてで無資

格者が完成検査をしていた事実が発覚。 

更にその後の調査では１枚の検査記録データに

名前は同じだが、形状が異なる２つの押印がある

書類も発見されている。無資格の検査員は正規検

査員から本人用とは別の印鑑を渡され書類に押印

していたということ。ブレーキの利き具合など安

全性に関わる最終検査を有資格者に成りすまして

無資格者が書類を作成していたということ。これ

が 38 年間続いていた。 

ハンコの意味がないがしろにされ、半ば儀式化

してしまったその会社が失ったのは 250 億円のリ

コール費用と信頼。 

この発覚を受け、国交省が各自動車メーカーに

完成検査の入念な調査と報告を命じた。 

その結果、別のメーカーでも「無資格者による完

成検査と捺印」が発覚。 

同社もトップの謝罪とリコールになった。 

日本型雇用制度見直しが話題になる中で、本来

あるべき姿が AI や効率優先の下、なし崩しにされ

ていくのをただ見守らざるを得ないのは少々淋し

い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板冬号をお届けします！  

ハンコはなぜ丸い 

 大平邦男（秋田ふれあいこまち会）  

この年末年始、テレビ視聴の機会が増えいろ

いろ考えさせられたことを記してみる。  

特にショックだったのが国際ロボット展で一

躍注目され た “自動押 印ロボ” の紹 介ニュ ー

ス。  

日 立 キ ャ ピ タ ル な ど の ３ 社 が 開 発 し た も の

で、設定されたロボットがハンコを選んで、ア

ームの先にはめ込み、朱肉を付ける。次に用意

されている書類の指定箇所にアームが動いて押

印。見事キレイに押印されていた。  

責任者が確認もせずにロボット任せで押印す

る 意味 が あ るの か ？ の 疑 問も 提 起 され て いた

が、「そこは今まで通り上長が確認し、決済権限

者承認チェックが入った書類だけをロボットが

読み込んで、実印を押す部分だけを任せましょ

う」（担当者）とのこと。  

新社会人を対象として「ハンコはなぜ丸い」

をテーマに講演する機会がある。そこで自分が

強調しているのがハンコの持つ責任とその重要

性。ハンコは「確かに認めます」「同意します」

「間違いありません」と責任をもって押すもの。

押す前にどちらが上になるかよく見て、斜めや

逆さまにならないよう慎重にそっと押す。  

そこにはチョットした“間”が存在する。 

僅かな時間だが、そこには「このハンコは押しても

差し支えないのか」「間違いないのか」と考えるゆと

りを持て…という意味がある。だからハンコは丸い

のだ、と説明している。 

今は応募書類も多様化したが、ハロワ勤務時、捺

印が必要な応募書類（履歴書等）には先ず最初にハ 

 



 


